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南アジアにおける
包括的なレジリエンス
構築に向けた取組

世界銀行
南アジア 気候変動・防災ユニット
迫田恵子

#ResilienceforAll

南アジアにおける社会的排除要因

性別・
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レベル



2020/4/18

2

すべての人々のレジリエンスを構築するためには、
防災プロジェクトでどのような取り組みが必要でしょうか?

気象水文
サービス

強靭な
インフラ

リスク評価

緊急対応
サービス

コミュニティ
防災
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南アジアで多く実施されている防災プロジェクトのトピックは？
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Structural Resilience

Emergency Response Services

Social Resilience

Best Practice Standards & Risk Information

Institutional Capacity Building

これまでの防災プロジェクトで包括的な防災のために
試みられてきた取組は？
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Data & Analytics

Awareness Raising

Institutional Empowerment

Inclusive Infrastructure Design

Citizen EngagementIntegration of marginalized groups
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すべての人々のレジリエンスを高めるための
とっかかり

気象水文
サービス

強靭な
インフラ

リスク評価

緊急対応
サービス

コミュニティ
防災

アプローチ

文献調査
Of project material, precedent efforts related to 

disaster-risk and climate change management, and 
global practices for inclusive resilience

関係者への
インタビュー

Of project stakeholders and identified experts in the 
areas covered in our conceptualisation of inclusive 

resilience (06)

住民聞き取り
調査 (CBRA)

Community 
profiling (02)

Focus Group 
Discussions 

(07)

Individual in 
depth 

interviews (20)

分析 Based on the triangulation of findings the above three 
sources
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対象

世界銀行の融資による既存または新規の
防災プロジェクト

• バングラデシュ
• インド
• ネパール
• パキスタン
• スリランカ

スリランカ:社会的排除の要因

貧困

低い教育
レベル

低い
就業率

民族

性別

低い教育
レベル

非雇用貧困

障害

年齢

世銀案件: Climate Resilience Multi-phase Programmatic Approach
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スリランカ:世銀防災プロジェクトにおいて、すべての人のレジリエン
ス構築に向け、どのような取り組みができるのか

早期警報

洪水対策インフラ

住民移転

プロジェクト内容（一部） 包括的な防災へのとっかかり

• 異なる認知能力の住民に対する警報伝達
• 支援の必要な人を考慮した避難計画

• 住民と川をつなぐ河川公共スペース
• 住民によるモニタリングメカニズム

• 脆弱な住民に対する優先的かつ追加支援
• 男女共同の土地・建物権利（女性権利の
向上）

パキスタン:社会的排除の要因

民族

性別

宗教、
カースト

地理的条件

障害

土地権利

世銀案件: Sindh Resilience Project
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パキスタン:世銀防災プロジェクトにおいて、すべての人の
レジリエンス構築に向け、どのような取り組みができるのか

住民主体型防災 (CBDRM)

プロジェクト活動（一部） 包括的な防災へのとっかかり

• より広義のCBDRMに対するアプローチの
踏襲

• 住民への、またはコミュニティ内でのコ
ミュニケーションの強化

• 住民トレーニングの内容・プロセスの改
善

今後の取組

• アクションプランの実施に向け、何が必要か。
• 同様のアプローチは他の国や地域にも有効か。


